
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

S − 330 一
般講演 日産婦誌48巻臨日寺増干U

445

ン K

閉経後 に お け る骨塩景減少 と ビ タ ミ 446　　　　 更年期不定愁訴の病態に 関する性中

枢 の老化の 研究一ゴナ ドトロ ピ ン律動性分泌 か ら
一
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［目的］ビ タ ミ ン K は、血液凝固系 に働 くばか りで

な く、骨 中の オ ス テ オ カ ル シ ン （BGP ）の 合成を

介 して骨代謝に関 与して い る こ とが 明 らか に され

た D
−・

方骨塩量 は 閉経後に急激に 減少する こ とが

知 られ て い る 。 我 々 は 閉経前後 の 女性 にお ける血

中 ビ タ ミ ン K 、 オ ス テ オ カ ル シ ン 濃度 、 骨代謝に

か かわ る様 々 な パ ラ メ ータ ーと骨塩量を測定 し検

討 した。［方法］イ ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トを得

た 後 、 以下 の 群 間の 血 中の ビ タ ミ ン K ，，K 』，　BGP ，

PTH ，カ ル シ トニ ン ，尿 中の ピ リ ジ ノ リ ン
，

デ オ

キ シ ピ リジ ノ リ ン 濃度 と骨塩量 を比較 した 。   健

常 高齢者 （平均年齢 55 歳）10名お よび健常若年者

（平均年齢 24歳）9名。  更年期婦人 （平均年齢

52 歳）22 名の うち、閉経群 16 名お よび非閉経群

6名u   閉経婦人31名の うち、骨塩量減少群 13名

お よび骨塩量正常群 18名。   HRT 療法を行 っ た

患 者 23名の うち骨塩量正常群 15名お よ び骨塩量

減 少群 8 名 。 ［成績］  健常高齢 者の ビ タ ミ ン K1

は 平均 0．38ng／ ml で あ り健常 若年者 は平均 0，

46ng ／ml で あっ た 。   閉経群で は 非閉経群 に く

ら べ て ビ タ ミ ン K ：，Kuは低 く、BGP は 高 くな っ て

い た 。   骨塩量 減少群は正常群に比較 して ビ タ ミ

ン K ，，
K ， は低 く、BGP は高か っ た 。   HRT 療法

を し て もビ タ ミ ン K は 上 昇 しなか っ た。 また

HRT 療法中 も、　 BGP に関 して 、骨塩量 減少群は

正常群 と比較 して 高値 と な っ て い た 。 ［結論］閉

経後にお ける 高回転型の 骨塩量減少に は エ ス トロ

ゲ ン だ け で な く、 骨形 成 に作用す る ビ タ ミ ン K の

関与が明 らか に な っ た 。

［目的］更年期〜閉経期の 不定愁訴の発症へ の 内

分泌変動の 関わ り、特に性中枢 の 老化 の 解明を 目

的 と して 下垂体性 ゴナ ドトロ ピン動態を律動性分

泌の 面 か ら検討 した 。 　［方法コ更年期不定愁訴

511例の うち、
IRMA 法に より測定 したFSH

、
　 LH

値がそれぞれ30mlU ／ml ，15　mlU1 皿 1以 上を示 した

369例の 高ゴ ナ ドトロ ピン （Gn ）血症例を対象 と

した 。 　［成績］高Gn 血症369 例の RctTospective

Studyでは、そ の うち125例 （33．9％）の 血中エ ス

トラ ジオ
ー

ル （E2 ）濃度が 25pg ！ml 以上 を示 し、

特に 閉経前の 高Gn 血症 85例 の うち57例 （67．1％ ）

の 高頻度に E2 の 分泌を認めた 。 そ こ で E2分泌を認

め る高Gn血症例 （A 群） とE2分泌 を認めな い 高Gn

血 症 例 （B 群） の ゴナ ドトロ ピン律動性分泌パ

タ
ー

ン を比較 した とこ ろ、 LH ：3．13 回！3h 、

FSH ：2．38 回／3h の 律動性分泌がみ られたB群に対

し、A群で はLH の 律動性は058回／3hに 有意 に減少

し、FSH の 律動 牲 は全例 認 め られ な か っ た 。

Prospectivc　Studyを行 っ た高Gn 血症 48例で は
一

時

期全例がE2の一
過牲の 分泌を繰り返 しなが ら持続

的な低E2 血症 となる こ とがわか っ た 。 また 、 こ の

よ うな特異的 内分泌像は 閉経前5．2 〜 O．2年か ら認

め られ （平均2．16± 2．Ol年 ）、 閉経後 14年で もみ

られ る こ とが わか っ た 。 さ らに LOngitudinal　Study

を行 っ た 16例で は不定愁訴の 強い 時期 に消失、減

弱 していた ゴナ ドトロ ピンの 律動性が持続的な 高

Gn
、 低E2血症の 成立とともに回復 した 。　［結論］

更年期不定愁訴例にE2の 分泌を伴う高Gn血症 とゴ

ナ ド トロ ピン の律動性分泌 の 減弱あ る い は消失が

認 め られ る こ とか ら、その 発症機序の ひ とつ と し

て脳下垂体の ホル モ ン反応性の 低下、即ち本病態

の 性中枢 の 老化と の 関連が示唆された 。
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